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ご あ い さ つ

審査委員長・奈良大学学長　清　水　哲　郎

　新型コロナウイルス感染への恐怖というだれしも経験したことのない環境下で、高校生の

皆さんにとって今年は、大学生以上に大変だっただろうと推察いたします。高校生活では、

自宅学習やオンライン授業、また短縮授業、夏休みの大幅短縮、クラスの絆を深める文化祭

や体育祭など行事の中止、いずれも初めての経験ばかりされたのではないでしょうか。その

困難な状況の中で、日頃の学習の成果を発揮すべく調査研究を遂行され、本学の歴史フォー

ラムに応募していただきましたことに心よりお礼申し上げます。

日本で最初の都が築かれ、古代日本の中心として栄えた奈良、1300年以上の歴史が息づく

この地に奈良大学が誕生したのは1969年のことです。本学には、現在文学部（国文学科・史

学科・地理学科・文化財学科）と社会学部（心理学科・総合社会学科）、さらに大学院（文

学研究科・社会学研究科）および通信教育部が置かれており、学生数は約3900名、全国各地

から多くの学生を迎えています。図書館には55万冊以上の蔵書があり、特に15万冊を超える

文化財専門書を擁する本学図書館は、日本屈指の歴史・文化財情報に関する知の拠点として

国内外から注目されています。

　さて、今から13年前の2007年に、奈良大学は、多くの生徒にとっては「暗記科目」という

印象が強い歴史や地理に、暗記ではなく、自分たちで調べ、考え、真実を発見するなど、課

題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学びを導入することで、歴史や地理を探究する醍

醐味を実感してほしいとの願いから「全国高校生歴史フォーラム」を企画・開催しました。

幸い私達の思いは、全国の高校生と、生徒の皆さんを指導しておられる先生方に届いて、準

備期間や周知が十分でなかったにもかかわらず全国の22校から72編の応募がありました。

　その後、応募校数は増加し、過去14年間の平均では、参加校が47校、また応募点数では 

111編となっております。今年度の状況は、参加校が全国37都道府県から80校、応募点数が 

114編を数え、参加校は昨年より大幅に増加しております。審査委員会による厳正なる審査

の結果、全国から選び抜かれた優秀賞に５編が、また佳作として５編が選ばれました。

　最後になりますが、全国高校生歴史フォーラムの開催にあたり、ご尽力を賜りました皆さ

んに心から感謝申し上げるとともに、ご指導にあたられた先生方と熱心に研究して応募され

た高校生の皆さんに、お礼の言葉を申し上げます。選考の経緯と結果につきましては、講評

をご参照ください。
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審 査 結 果 の 講 評

　2020年は、新型コロナウイルスの感染拡大によって、社会のあらゆる面において大きな変
動が引き起こされ、今なお収まっておりません。大学も例外ではありません。前期は学校へ
行くことすらできず、課外活動もできませんでした。特に新入生は校内の様子も知らず、友
達もできないまま、日々自宅での学習を余儀なくされました。後期に入って対面授業が再開
されたとはいえ、いろいろな制約が続いています。
　今年で14回目を迎えた全国高校生歴史フォーラムですが、こうした経験のない環境の中
で、高校生の皆さんが果たしてどれほど研究活動ができただろうか、どれほど先生や仲間と
議論ができただろうか、思うような研究ができず、断念せざるを得ない人もいるのではない
か、そんな危惧を抱いておりました。
　しかし、送られてきたレポートは114編と近５年間の平均レベルとなり、応募校数では80
校と、近５年間の平均を30校近く上回りました。時に行き詰まり、悩みながらも、先生や仲
間と研究活動を楽しむ高校生の姿を思い浮かべ、巷の沈滞ムードを打ち破るみずみずしい力
を感じることができました。
　予定していた調査を中止あるいは変更を余儀なくされるなど、コロナの影響を被ったレ
ポートも散見されたものの、全体としては例年とほとんど変わらないレベルでした。応募作
品が扱うテーマや時代は幅広く、地質、生物、鉱物など自然科学系、歴史、文学など人文科
学系、さらに経済、社会など社会科学系とあらゆる分野に及び、時代は石器時代から現代に
わたります。その内容は大きく分けて２つ、即ち、地元の史跡や環境、自分の家に残る歴史
的資料などを手掛かりに、課題を見つけて掘り下げてゆくタイプと、歴史上のさまざまな問
題を自分なりの視点や方法で解決しようとするタイプに分かれるように思います。また研究
手法として前者は文献史料以外に現地調査や地元の人へのインタビューなどの資料収集を行
うものが多く、後者は主に先行研究や文献史料を読み込み、新たな方法や解釈を加えて考察
を重ねるものが多いようです。
　今は何か疑問があれば、インターネットで簡単にそれなりの情報は入手できます。それに
関する意見も見ることができます。レポートの中には、そうした情報をまとめたものもあり
ました。しかしそれは「他人」の意見や情報を「紹介」したにすぎません。我々が期待して
いるのは、課題を見出し、解決方法を考え、資料を集め、分析・考察する、その格闘の過程
と果実です。なぜなら、知的欲求と、理論的な思考に支えられ、自らの手で獲得した結果
は、その人だけの血肉となるからです。
　優秀賞と佳作に選ばれたレポートはそうした観点から高く評価されたものですが、惜しく
も選にはもれたものの、大学生の卒論レベルの斬新な視点や思考力を示したものもありまし
た。今回は感染拡大予防の観点から、奈良大学でのフォーラム開催は規模を縮小した残念な
形を取らざるを得なくなりましたが、若い皆さんが、コロナなど吹き飛ばして、歴史に社会
に、そして人間に興味をもち、大いに楽しく探求されることを願っております。

第14回全国高校生歴史フォーラム審査委員会
（文責　角谷常子）
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福井県の軽部氏と
「講」及び伝統文化の存続

【資料２】軽部念仏講についての古⽂書 （筆者撮影）

福井南高等学校 前田遥南 軽部由菜

Ⅱ 研究
１．下新庄軽部⽒
起源
下新庄町軽部⽒や軽部念仏講に詳しい新横江公⺠館⻑の軽部市郎右衛⾨さんにお話を伺いに訪

れた際，いくつかの資料をいただいた。およそ１６０年前に書かれたとされる書物【資料２】では下新
庄町軽部家と軽部念仏講の由来に⾔及しているが，この時点ではすべてが解読されているようで
はなかった。軽部⽒は第⼗代崇神天皇の第三皇⼦であった彦王親王より軽部姓を賜ったと記され
ている。しかし，第⼗九代允恭天皇の皇⼦である⽊梨軽皇⼦（キナシカルノミコ）の御名代部か
らついたといわれているのが軽部姓の⼀般的な説であり下新庄町軽部⽒の起源とは⼤きく異なっ
ている。

家紋
下新庄町軽部⽒の家紋は「⽵に雀」【資料３】であるが，⼀般的にある⽵に雀ではない。⽵に雀とい

えば，やはりその⽀配領域に軽部姓が集中している上杉家や伊達家などの家紋【資料４】が連想される
が，下新庄町軽部⽒の家紋と⽐べればその違いは⼀⽬瞭然である。線対称が特徴である⼀般的な
⽵に雀に対し，下新庄町軽部家の⽵に雀はその形容と全く異なっている。家紋についての調査中，
形容が類似する家紋が他にも⾒つかったが，下新庄軽部⽒との関係は分からない。下新庄町軽部
⽒の家紋の研究は今後の課題である。

【資料３】下新庄軽部⽒家紋 【資料４】左：上杉家 右：伊達家
出典：戦国ガイドhttps://sengoku‐g.net/

Ⅰ はじめに
１．動機と⽬的
軽部姓は関東地⽅に多く，特に茨城県つくば市や⼭形県寒河江市付近に集中している。⼀⽅で⻄⽇本

において軽部姓は福井県鯖江市下新庄町【資料１】に集中しているということを知り，なぜ福井県の軽部姓が
この⼩さな集落に集中しているのか興味を持ち調べた。私たちは調査の過程で，下新庄町の軽部家のみ
に伝わる「軽部念仏講」の存在を知る。ここでは地元の伝統的な⽂化を記録するとともに，多くの伝統
⽂化が直⾯している「存続」問題について考察する。

２．研究概要
下新庄町の軽部家を中⼼に聞き込み調査を⾏った。また，鯖江市教育委員会⽂化課や公⺠館へのイン

タビューも⾏い，市内の今後の伝統⽂化のあり⽅についてのアドバイスをいただいた。この過程で⾒つ
かった⽂書の解読は私たち⾼校⽣のみでは困難をきわめたため，くずし字に知識のある国語科や地歴科
の先⽣⽅に依頼し解読を⼿伝っていただいた。フィールドワークにおいては，実際に下新庄町軽部⽒⼀
族である軽部由菜が軽部⽒への聞き込み調査や周縁部の調査を，前⽥遥南が記録や資料の体系化および
研究レポートの作成を担当した。

出典：⽇本姓⽒語源辞典 https://name‐power.net/
【資料１】軽部姓の⼩地区分布図

２．念仏講
軽部念仏講
講とはほぼ全国の村に存在した相互扶助を⽬的とした地域コミュニティである。しかし⼈的往来が活発になると，そのほとんどが潰えていった。現在に残るの

は信仰⼼が強い集落や，エンターテインメント性の強い独特な伝統が残る講のみである。「安政⼆年⼗⼆⽉始テ軽部念佛〇始マリ」【資料２】。安政⼆年は⻄暦１８５
５年であり軽部念仏講は１６５年前に始まったようである。この⽂書からは「軽部茂左衛⾨の⻑男が出家し僧侶兼学者になった」という記述があり，この茂左衛
⾨が軽部念仏講を始めた中⼼⼈物のようである。「念仏を唱えることで極楽浄⼟へまいることができ、続けていくことにより未来永劫軽部家が栄えることにな
る」という旨のことも同時に記されている。

念仏講の現在
現在，軽部念仏講は各家の当主や年⻑者が⼀⼈ずつ集い，数時間念仏を唱えその後⾷事会を⾏うものである。集会場所は各家が当番制で指定され，⾷事を含め

た準備はその家の⼥性たちが担う。１９９５年までは下新庄町軽部⽒の９家が参加していたが，２０１８年には１家減り，更に現在は７家で⾏っている。参加す
る家も年々減少し，春と秋に⾏っていた講を今年からは年１回に減らし，⾷事から茶菓⼦のみと簡素化された。このような⼀族限定の「講」というのは⽂献も少
なく，また情報共有の場も容易には⾒当たらない。⾮常に閉鎖的な空間で⾏われているがゆえに公にもならず，ひっそりと消えていくものが多いと推察する。ま
さにいま，軽部念仏講もまたその途を辿ろうとしているのである。

Ⅲ まとめ
伝統⽂化の中には「⼿段を重んじるあまり⽬的と⼿段が逆転しているどころか，現代においては⽬的へのマイナスな作⽤を及ぼしている」というような場合が

往々にしてある。講を挙げると，本来「⼈々の結束を強める」というものが⽬的であり講はそのための⼿段である。しかし，その⼿段を伝統として形式を重んじ
るあまり結果的にそのような古臭い縛りが嫌で積極的に村から出ていこうとする若者も少なくない。ここでの軽部念仏講は，⼀族の結束を強めるという⽬的のた
めの⼿段である「講」がむしろ新しい後継者となる若者を遠ざけてしまっているのだと捉えることもできる。このような負の連鎖のなかでは「伝統だから残さな
ければならない」という考えに後継者はますます距離をとってしまう。私たちはこのような⽂化を継承していくためには，従来の⼿法に固執するだけではなく，
現代に即したものへと⾒直す必要もあると考えている。しかしながら昔ながらの⼤切な部分を残していくことも重要だ。鯖江市の藤⽥彩学芸員によれば，現時点
で現実的な伝統⽂化の存続⽅法は「細かく正確な記録を残すこと」。後世で興味を持った⼈が復活させる可能性があるそうだ。我々は今後の研究の⼀環として軽
部念仏講についての記録も作っていきたいと考えている。また，このような地域の相互扶助を⽬的とした「講」は，⾼齢者問題や貧困問題を解決するためのヒン
トにもなると考えている。記録を残すことは「講」だけではなく社会の諸問題を解決するヒントにもなるのではないだろうか。

軽部念仏講のように，コロナ禍の中で時代に適応できなくなってきたが表⽴って議論されない伝統⽂化や習慣はたくさんあるだろう。私たちは，全国の組織が
繋がり，相談し，模索しあえるようなネットワークをオンラインで構築していく必要があるのではないかと考える。これは新規ではなく既存のSNSを活⽤するこ
とで実現可能だ。これは後継者となる若者側にとってもメリットとなる。学校で郷⼟の調べ学習をする⼩中学⽣は多い。インターネットを使って簡単にアクセス
できる場にこのような情報があれば，少なくとも現段階よりは認知される⽂化が増えるだろう。

今回の研究で私たちは，伝統について強い想いを持つ⽅々の話を聞くことができ，若者側の⽬線だけではなく伝統を続けたい⼈たちの思いも理解できたように
思う。この経験は今後の様々な課題研究に役に⽴つかけがえのないものであった。今後も多様な視点をこころがけて研究に励んでいきたい。
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（高等学校等コード順に掲載）

研 究 タ イ ト ル 高等学校名
上川盆地は北海道の中心都市を置くのに適しているのか　 北 海 道 旭 川 東 高 等 学 校

縄文時代は楽で平和だったのか？　 市 立 函 館 高 等 学 校

先住民族アイヌの文化とその保護について　～チョマトーの沼の変遷を踏まえて～ 帯 広 大 谷 高 等 学 校

高校生縄文案内人の活動を通して　 青 森 県 立 青 森 南 高 等 学 校

津軽為信の軌跡　たか丸くんとタメノブーンによる考察 弘 前 学 院 聖 愛 高 等 学 校

春日流鹿踊りについて　～実態の報告、及び花巻市との関連～ 岩 手 県 立 花 巻 北 高 等 学 校

宮沢賢治ワールド　 〃

ふるさとタイムトラベル　 〃

花巻人形について　 〃

鳥海柵跡について　 〃

花巻と北上における山車の相関性について　 〃

男鹿市のナマハゲ行事について　 秋 田 県 立 秋 田 北 高 等 学 校

新庄藩の生き残りをかけて　―戸沢正実を中心として― 山 形 県 立 新 庄 南 高 等 学 校

磐梯山大噴火と裏磐梯緑化の父「遠藤現夢」　～子に孫に　残せ自然の　美しさ～ 福 島 県 立 会 津 高 等 学 校

福島県の新聞史　～黎明期日本と福島の新聞～ 福 島 県 立 喜 多 方 高 等 学 校

下妻藩における参勤交代について　 茨 城 県 立 古 河 中 等 教 育 学 校

土浦における海軍航空隊と予科練の歴史　～海軍航空隊が施した教育及び当時の土浦地方との関係～ 茨 城 高 等 学 校

土浦海軍航空隊で教育・訓練を受けた若き予科練生について　 土 浦 日 本 大 学 高 等 学 校

武茂川流域の金産出とその価値　 栃 木 県 立 矢 板 東 高 等 学 校

新選組　～和魂洋才の思想 群 馬 県 立 高 崎 女 子 高 等 学 校

魔の山、谷川岳　ひとびとを魅了し続ける山 〃

繭と生糸は日本一　～萩原鐐太郎と碓氷社～ 〃

上毛野地域の発展と交通路の関係　～地域内全域の包括的考察～ 伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校

古代上毛野の土地における巨大古墳の出現・意義とその変遷　～群馬が『古墳大国』と呼ばれるまで～ 高 崎 商 科 大 学 附 属 高 等 学 校

戦時下の海南島　―海南海軍警察訓練所と二枚の絵― 昌 平 中 学・ 高 等 学 校

宇佐山城の戦い　―織田信長の窮地を救った戦いについて— 西 武 学 園 文 理 高 等 学 校

安土城天主の平面復元の試案に基づく「天守指図」の史料価値の検討　 千 葉 敬 愛 高 等 学 校

下総国生実藩主森川氏の菩提寺の研究　 千葉明徳高等学校（中高一貫コース）

東金御殿山発、軍艦多摩の光と影　～紡がれる記録、消えゆく記憶～ 市 原 中 央 高 等 学 校

祖父の体験から見るシベリア抑留　 東京大学教育学部附属中等教育学校

源満仲はなぜ、多田に本拠地を置いたのか　～最初期の武士の生き方を読み解く～ 東 京 都 立 白 鷗 高 等 学 校

戦跡を調査する　—旧日立立川航空機株式会社変電所― 東 京 都 立 保 谷 高 等 学 校

東京遷都とその実態　～京都の動乱と日本が変わった日～ 東 京 都 立 本 所 高 等 学 校

四谷怪談でみる怪談の成立　 女 子 学 院 高 等 学 校

妖怪の出現と人々の考え方　 和 洋 九 段 女 子 高 等 学 校

妖怪（予言獣）の存在理由と役割　～現代に復活したアマビエを中心に～ 普 連 土 学 園 高 等 学 校

天文学的観点から見る天岩戸伝説　～神話は史実なのか～ 東 京 電 機 大 学 高 等 学 校

江戸時代の火消「し」組の謎　～死生観から謎を解明する～ 恵 泉 女 学 園 高 等 学 校

裴松之注内の佚文から見える陳寿の排斥事実　—董卓の「霊帝の事跡」継承に対して— 武 蔵 高 等 学 校

地域の歴史から考える源頼朝　～頼朝が真鶴に救われた理由とは～ 神 奈 川 県 立 足 柄 高 等 学 校

靖國神社の真実　 〃

関東大震災による南足柄市の被害と復興　 〃

秀吉の小田原攻め　～北条氏100年支配の最後とは～ 横 浜 共 立 学 園 高 等 学 校

「寺子屋必下書院」の歴史　～必下書院と生涯を教育に捧げた人々から学ぶ、現代の教育の在り方～ 金 沢 大 学 附 属 高 等 学 校

福井県の軽部氏と「講」及び伝統文化の存続　 福 井 南 高 等 学 校
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研 究 タ イ ト ル 高等学校名
歴史的建造物について　 山 梨 県 立 甲 府 東 高 等 学 校

教圓寺の沿革とその終焉　 長 野 県 屋 代 高 等 学 校

宝暦騒動から見えた義民の里　青木　 長 野 県 上 田 染 谷 丘 高 等 学 校

ナッツ割りから考える700万年の人類史　～チンパンジー、現代の子ども、飛騨の縄文人を比較する～ 岐 阜 県 立 関 高 等 学 校

応永年間、関鍛冶に何が起きたのか　～関鍛冶成立期に関する探究～ 〃

明智光秀の謎の前半生を追う　史料とフィールドワークからの検証 〃

韮山代官江川坦庵の功績と評価について　 静 岡 県 立 韮 山 高 等 学 校

ハンセン病療養所の歴史とその問題 〃

萩の歴史にせまる　～萩反射炉・萩城・萩城下町～ 〃

出島の立地条件と長崎港を中心としたその後の発展　 〃

戦争に縛られた庶民の暮らし　 〃

小説「夜行」から尾道を探る　 〃

国宝　松江城　 〃

九州から学び活かす　～火山と雨の恩恵と損害～ 〃

広島・長崎の復興について　 〃

ハンセン病と個人の関わり 〃

文学作品から考える原爆の人体被害　 〃

ハンセン病と療養所 〃

戦争と平和　—広島と長崎の悲劇― 〃

太平洋戦争　 〃

戦争と平和について　現代にいたる原爆問題 〃

明治日本の産業革命遺産（九州や山口の世界遺産）や先覚者について　 〃

島原の乱　 〃

九州・中国地方の歴史的背景について　 〃

歴史・地理的視点による静岡県内交通発展への道　～御厨駅から考える静岡空港駅着工への可能性～ 静 岡 県 立 榛 原 高 等 学 校

国宝「風神雷神図屏風」誕生の背景を追う　～江戸初期の豪商と伝染病がもたらしたもの～ 愛 知 県 立 岡 崎 高 等 学 校

杉原千畝と日本　～偉大な功績とつながる未来～ 愛 知 県 立 一 宮 興 道 高 等 学 校

讃岐高松藩「塩硝製法並びに筒薬調合方」　未解読古文書から考察する幕末高松藩の火薬製造 南 山 国 際 高 等 学 校

かむかぜの伊勢のなりたち　 鈴 鹿 高 等 学 校

丹波波多野氏における戦国大名化の考察　～無名大名波多野一族が築いた栄華と没落までの百年の軌跡～ 大 阪 府 立 生 野 高 等 学 校

書翰から見た橋本左内　～大坂が左内に与えた影響について～ 明 星 高 等 学 校

戦国武将にとって滋賀県の果たした役割とは　 大 阪 青 凌 高 等 学 校

茨木隠れキリシタンの研究　 関 西 大 学 高 等 部

鳴尾義民についての史実と伝承　 兵 庫 県 立 鳴 尾 高 等 学 校

天満大池築造と喜瀬川形成に関する地理学的検討　 兵 庫 県 立 加 古 川 東 高 等 学 校

古墳信仰と周辺豪族　～古代播磨をふりかえる～ 兵 庫 県 立 姫 路 東 高 等 学 校

古代瓦からみた法隆寺の存在とは　 奈良女子大学附属中等教育学校

身近な石造物　～小谷古墳と益田岩船～ 奈 良 県 立 橿 原 高 等 学 校

室生の地に根付く竜神信仰　～室生大野海神社の祭礼を中心に～ 奈良県立法隆寺国際高等学校

呪禁師　~律令国家における道教呪術の衰退と再興 ~ 〃

大和五條の地侍、辻本氏の系譜　～先祖の足跡を系図から辿る～ 〃

奈良県全域の『絵馬』分布状況　 奈 良 県 立 奈 良 朱 雀 高 等 学 校

平安の南都の僧兵に迫る　～興福寺を中心に～ 東 大 寺 学 園 高 等 学 校

波太神社と大鳥居の関係　～駅前にある鳥居の正体とは～ 智 辯 学 園　 和 歌 山 高 等 学 校

和歌の浦が私たちに見せてくれた世界　～山部赤人、聖武天皇らと和歌の浦～ 近畿大学附属和歌山高等学校

出雲神話とたたら製鉄との関連性　～ヤマタノオロチ伝説とたたら製鉄を中心に～ 島 根 県 立 大 東 高 等 学 校

岡山市北区津高台　皿池と頌徳碑　 岡 山 県 立 岡 山 朝 日 高 等 学 校
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研 究 タ イ ト ル 高等学校名
士族授産事業と企業統治　—篤好社の事例分析 岡 山 県 立 岡 山 朝 日 高 等 学 校

広島市安佐北区安佐南区の神楽について　 広 島 県 立 安 西 高 等 学 校

南海地震碑と古の教訓　～忘れさせない記憶～ 徳 島 県 立 城 北 高 等 学 校

西条陣屋と城下町の今昔　 愛 媛 県 立 西 条 高 等 学 校

新谷藩の軌跡　 愛 媛 県 立 大 洲 高 等 州 学 校

中江　藤樹　 〃

小川地区の行事の変遷　～共同体の苦悩と挑戦～ 愛媛県立松山西中等教育学校

伊予の関ケ原と雄郡神社　 〃

源氏の重宝の在り方について　～二振一具の刀は源氏の「重代」だったのか～ 〃

ロシア兵捕虜について（愛媛県松山市）　―日露の友好のかけ橋― 済 美 高 等 学 校

八田堰・弘岡井筋建設の意義と春野平野発展についての研究　―土佐藩家老　野中兼山の業績から読み解く― 高 知 学 芸 高 等 学 校

高校生による学校資料の保存と活用について　～佐賀県立鹿島高等学校所在の学校資料を題材にして～ 佐 賀 県 立 鹿 島 高 等 学 校

島原高校敷地内における島原城遺構に関する調査　～「三の丸絵図」を通して～ 長 崎 県 立 島 原 高 等 学 校

定光寺前遺跡出土の貿易陶磁器からみた中世壱岐の研究　 長 崎 県 立 壱 岐 高 等 学 校

山城と丘城の南小国町・小国町との関わり　～平城と動馬木城の距離関係から見えるもの～ 熊 本 県 立 小 国 高 等 学 校

—大分空襲を見直す―防空演習と民衆統制　 大 分 東 明 高 等 学 校

太陽とアメノウズメ　 宮 崎 県 立 宮 崎 大 宮 高 等 学 校

地域における島津義弘の評価を再考する　～木崎原合戦にみる人間性～ 宮 崎 県 立 飯 野 高 等 学 校

野口遵による近代化学工業の発展　 鹿 児 島 県 立 大 口 高 等 学 校

志布志湾岸の古墳群　～日本南端の志布志湾岸に、なぜ九州最大級の前方後円墳が存在するのか～ 鹿 児 島 県 立 志 布 志 高 等 学 校

二億年前からのたからもの　～光礁（ひかるぜ）と五色浜（ごしきはま）～ 鹿 児 島 県 立 鶴 翔 高 等 学 校

陸の海「ウンブキ」の謎を追って　～日本最大級の海底鍾乳洞～ 鹿 児 島 県 立 徳 之 島 高 等 学 校

※個人情報に配慮して、研究タイトルと高等学校名のみを記載しています。
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編集・発行　第14回全国高校生歴史フォーラム実行委員会
〒631 -   8502 奈良市山陵町1500 奈良大学 広報室内

 TEL 0742－41－9588
印　　　刷　共同精版印刷株式会社

〒630 -8013 奈良市三条大路２丁目２－６

清水　哲郎（審査委員長・奈良大学 学長）	 角谷　常子（実行委員長・奈良大学 文学部史学科 教授）

木村　圭司（奈良大学 文学部地理学科 教授）	 小林　青樹（奈良大学 文学部文化財学科 教授）

武田　一郎（奈良大学 文学部地理学科 教授）	 三宅　晶子（奈良大学 文学部国文学科 教授）

渡辺　晃宏（奈良大学 文学部史学科 教授）	 相原　嘉之（奈良大学 文学部文化財学科 准教授）

卜部　敬康（奈良大学 社会学部心理学科 講師）	 中坊　勇太（奈良大学 社会学部総合社会学科 講師）

山田　昇平（奈良大学 文学部国文学科 講師）	 笹岡　勇也（奈良県教育委員会 指導主事）
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